
 

 

国民年金事業等の運営の改善のための国民年金法等の
一部を改正する法律案の概要 

 

 
          
 

 
Ⅰ．サービスの向上 

 

（国民年金法、厚生年金保険法関係） 
 
 １ ．住所変更等の届出の省略 〔平成 23 年 4月施行〕 
 

 ○住民基本台帳ネットワークシステムから被保険者情報を取得することにより、

被保険者等の氏名・住所の変更等の届出を原則廃止し、被保険者等の事務負担

の軽減及び被保険者等記録の的確な管理を図る。 

 

 

（住民基本台帳法関係） 
 
 ２ ．住民基本台帳ネットワークシステム情報の活用 〔公布日施行〕 
 

 ○被保険者等の住所変更等の届出の原則廃止を可能とするとともに、３４歳到達

者のうち国民年金未加入者への適用勧奨を行うため、住民基本台帳ネットワー

クシステムから本人確認情報の提供を受けることができる事務として、「国民

年金法による被保険者に係る届出に関する事務」等を追加する。 
 
 

（労働保険の保険料の徴収等に関する法律関係） 
 

３ ．社会保険と労働保険との連携の推進 〔平成 20 年 4月施行〕 

 

○労働保険における年度更新（当該年度の概算保険料及び前年度の確定保険料の

申告納付）の期限を、社会保険の標準報酬月額の算定に関する届出の期限であ

る７月１０日に統一することにより、事業主による手続の簡素化等を図る。 

 

 

 

 



 

 
Ⅱ．保険料の収納対策の強化等 

 

（国民年金法関係） 
 

１ ．保険料を納めやすい環境の整備・手続の簡素化等 

 

 

①クレジットカードによる保険料納付  

〔平成 19 年 3月 31 日までの日で政令で定める日〕 

 

○国民年金保険料の納付方法として、口座振替、コンビニ、インターネット納

付等に加え、クレジットカードによる納付を可能とする。 

 
 
 

  ②任意加入被保険者の保険料納付方法として口座振替を原則化 

〔平成 19 年 4 月施行〕 

 

  ○国民年金の任意加入被保険者（60 歳以上 65 歳未満の者等）について、口座

振替による保険料納付を原則とすることにより、納め忘れを防止し、年金受

給権の確保を確実にする。 

 
 
 
  ③保険料免除等の手続の簡素化 

 

  ○国民年金保険料の免除の対象者である生活保護受給者や学生等について免除

手続を確実に行い、また重点的に申請の勧奨ができるよう、福祉事務所や医

療保険者等に対し、情報の提供を求めることができることとする。〔公布日施

行〕 

 
 

  ○大学等が学生等である被保険者の委託を受けて、学生納付特例に係る申請を

代行することができることとする。〔平成 19 年 4 月施行〕 

 
 
 
 
 
 
 
 



２ ．社会保険制度内での連携による保険料納付の促進  
 
（国民健康保険法、国民年金法関係） 

 
①国民健康保険（市町村）との連携〔平成 19 年 4 月施行〕 

 
○市町村の判断により、国民年金保険料の未納者に対して、国民健康保険被保

険者証に通常より短期の有効期間を定めることができることとし、未納者と

の接触の機会を設けることにより、保険料免除や納付の促進ができるように

する。 

 

○上記の短期の被保険者証の交付対象となった者が、市町村の窓口で国民年金

保険料を納付することができるよう、当該市町村がその申出により、納付受

託機関となることができることとする。 

   
 
（健康保険法、介護保険法、社会保険労務士法、国民年金法関係） 

 
②社会保険制度内の連携 

 

○ 社会保険に密接に関わる事業者等（保険医療機関・保険薬局・指定訪問看護

事業者、介護保険事業者・介護保険施設及び社会保険労務士）による社会保

険料の自主的な納付を促進する仕組みとして、長期間にわたって自主的な納

付がない場合には、当該事業者等の指定等又は更新を認めないこととする。

〔平成 20 年 4月施行〕 

 

○併せて、国民年金保険料について、関係団体を通じた納付状況の確認等を可

能とし、自主的な納付を促進する。〔平成 19 年 4 月施行〕 

 
 
（国民年金法関係） 
 

３ ．事業主との連携による保険料納付の促進 〔公布日施行〕 
 
 
○従業員の国民年金に関する適切な手続の実施や保険料の納付を促進し、年金受

給権の確保に資するため、事業主に対し、事業所における周知や保険料の納付

の勧奨等に関して、必要な協力を求めることができることとする。 

 
 
（厚生年金保険法関係） 
 

４ ．滞納処分のための資料の提供要求 〔平成 18 年 10 月施行〕 
 

○厚生年金の滞納事業所に対する滞納処分の的確な実施を図るために、官公署に 

対し、資料の提供を求めることができることとする。 



 

 

 
Ⅲ．国民年金事業等の公正・透明・効率的な運営の確保 

 

（国民年金法関係） 
 

１ ．事務費国庫負担の見直し 〔平成 19 年 4 月施行〕 
 

 ○平成１０年度より特例措置として保険料財源が充当されている年金事務費につ

いて、受益と負担の明確化等の観点から、保険料を充当できることを恒久措置

として定める。 

 
 
（国民年金法、厚生年金保険法関係） 
 

２ ．福祉施設規定の見直し 〔平成 19 年 4 月施行〕 
 
 ○年金福祉施設の設置等の根拠であった、被保険者等の福祉を増進するために「必

要な施設をすることができる」旨の規定を廃止するとともに、新たに「年金相

談、年金教育・広報、情報提供等の国民年金事業・厚生年金保険事業の円滑な

実施等を図るための事業を行うことができる」旨の規定を設ける。 

 
 

３ ．その他の事項  
 

（国民年金法関係） 
 

①被保険者資格に関する情報の取得 〔公布日施行〕 
 

○国民年金被保険者の適用勧奨を効率的に実施するため、市町村等の官公署に

対し、被保険者の資格確認等に必要な資料の提供を求めることができること

とする。 

 
（国民年金法、厚生年金保険法関係） 

 
②基礎年金番号の法定化〔平成 20 年 10 月施行〕 

 
○ ねんきん事業機構の業務と他の社会保険に関する業務の連携を図るため、基

礎年金番号を年金原簿の記載事項として法定化するとともに、基礎年金番号

を適正に活用するための利用制限等の措置を講じる。 
 
 

 

 

 



 

 
 

Ⅳ．その他の法律の一部改正及び検討規定 

 

○ 国家公務員共済組合法及び地方公務員等共済組合法に関し、事務費負担の見

直しに関する改正を行うほか、厚生保険特別会計法、船員保険特別会計法、

国民年金特別会計法等に関し、上記の改正に伴う所要の改正を行う。 
 
○ 政府は、施行後５年を目途として、この法律による改正後の国民年金法等の

規定に基づく規制の在り方について検討を加え、必要があると認めるとき

は、その結果に基づき必要な措置を講じるものとする。 



   
○国民の信頼を回復するためには、組織改革とともに、これまでの事業運営に対する御批判・御指摘の一つひとつをしっかりと受け止め、速やかに変えるべく、

徹底した業務改革の取組が不可欠。  
○現在、「緊急対応プログラム」（平成 16 年 11 月策定）及び「業務改革プログラム」(平成 17 年 9 月策定)に基づき、様々な取組を実施しているが、法律改正を要
する事項について、「国民年金事業等の運営の改善のための国民年金法等の一部を改正する法律案」において必要な措置を行い、新組織の発足に向け、業務改革
の着実な実施を図る。 

新組織の発足に向けた業務改革の推進 

これまでの 
問題点と課題 

新組織の発足に向け、継続的に業務改革の取組を推進 新組織発足時(平成 
20 年 10 月)の姿  

【サービスの向上】 

 
・年金相談の待ち時間が長い 

 
・手続やお知らせの内容が 

複雑でわかりにくい 

【個人情報保護の徹底】 
 

・個人情報が適切に取り扱わ
れていない 

○５８歳通知の実施(16 年 3 月～) 
○年金相談の時間延長(16 年 12 月～)・休日相談(17 年
度～)の実施 

○各種通知書等の総点検の実施(16 年度～) 
○「サービススタンダード」の設定・徹底(17 年度～) 
○全国統一番号による「ねんきんダイヤル」サービスの
実施(17 年 10 月～) 

○裁定請求書の事前送付サービスの実施(17 年 10 月～)

○職員ごとのカード番号の固定化(16 年 7 月～) 

○本人識別パスワードの導入(16 年 10 月～) 

○被保険者記録へのアクセス内容の監視(17 年 1 月～)

○全職員を対象とした職員研修の継続的な実施（随時）

○インターネットによる年金加入記録の即時提供(18 年
３月～) 

○被保険者資格に関する情報の取得（18 年度中～) 

○ポイント制の導入(20 年度～) 

○労働保険との徴収事務の一元化の推進(20 年 4 月～) 

○住基ネット情報の活用の拡大(18 年度中～) 

○積極的な情報提供や、

簡単な手続の実現によ

り、わざわざ事務所に

お越しいただく必要の

ない便利な年金サービ

スを提供 

○個人情報保護の重要性の

認識が徹底された職場を

実現 

【予算執行の無駄の排除】 

・安易な随意契約が多い 
 

・ 予算執行に当たって、必要
性が精査されていない 

○徹底した事務費の節減(16 年度～) 
○競争入札又は企画競争の原則化(16 年 8 月～) 
○「調達委員会」による厳格な審査(16 年 10 月～) 
○オンラインシステムの最適化計画の策定（17年度中）
及び実施(18 年度～22 年度) 

○独立行政法人を設立し、福祉施設等の整理合理化 
(17 年 10 月～) 

 

○事務費国庫負担の見直し(19 年度予算～) 

○福祉施設規定の見直し(19 年 4 月～) 

○効率性・透明性が徹底さ

れた予算執行を確立 

【保険料徴収の徹底】 
 
 
・保険料を納めやすい環境づ 

くりが不十分 

 

・効率的・効果的な収納対策

が講じられていない 
 
 

 
○コンビニ(16 年 2 月～)・インターネット等（16 年 4
月～）を通じた納付 

 
○所得情報を活用した強制徴収・免除勧奨の徹底(16
年 10 月～) 

 
○保険料収納事務への市場化テストの活用(17 年 10 月～) 

 
○口座振替割引制度の導入(17 年度～) 
 
○若年者納付猶予制度の創設(17 年度～) 
 

○免除申請手続の簡素化(18 年 7 月～) 

○多段階免除制度の導入(18 年 7 月～) 

○法定免除の手続の簡素化(18 年度中～) 

○クレジットカードによる納付(18 年度中～) 

○厚生年金の滞納処分のための資料の提供要求(18 年 10 月～) 

○事業主との連携による保険料納付の促進(18 年度中～) 

○学生納付特例の申請手続きの簡素化(19 年 4 月～) 

○任意加入被保険者の口座振替利用の原則化(19 年 4 月～) 

○国民健康保険（市町村）との連携(19 年 4 月～) 

○社会保険制度内の連携による保険料納付の促進(20年４月～) 

※下線部が「国民年金事業等の運営の改善のための国民年金法等の一部を改正する法律案」において措置する事項 

＜実施中の取組＞ ＜実施予定の取組＞ 

 

○多様なライフスタイル

に対応した「簡単」・「便

利」な納め方を提供 

○不公平感のない保険料

負担を実現 

○効率的で質の高い保険

料収納事務を実現 

○年金運営新組織における年金個人情報の保護に関する規
定の整備（ねんきん事業機構法案に規定：20 年 10 月～） 

○基礎年金番号の法定化(20 年 10 月～) 


